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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に

て
新
春
を
、
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
値
上
が
り

す
る
な
か
、
約
７
割
近
く
の
社
会
福
祉
法

人
が
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
ご

ざ
い
ま
す
。

　

一
般
企
業
が
製
品
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
価
格
を
値
上
げ
す
る
こ
と
で
従
業
員
の

昇
給
を
図
る
中
、
介
護
の
収
入
は
公
定
価
格
で
あ
る
が
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
費
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
賃
金
に
大
き
な
差
が
生
じ
た
結
果
、
介
護
人
材

の
他
の
業
種
へ
の
流
出
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
た
高
市
内
閣
は
真
剣
に
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
か
な
り
の
賃
上
げ

が
期
待
で
き
る
配
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
と
の
賃
金
差
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
新

年
度
に
お
け
る
更
な
る
予
算
措
置
に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
財
源
を
活
か
し
て
、
初
任
給
を
含
め
た
職
員
の
給
料
表
の
改
定
を
行

い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
働
き
方
改
革
も
積
極
的
に
推
し
進
め
、
「
週
休
３
日
制
度
」

や
「
短
時
間
正
職
員
制
度
」
「
高
年
齢
職
員
の
処
遇
改
善
」
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
昨
年
10
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
福
井

県
内
は
も
と
よ
り
東
海
北
陸
地
域
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
働
き
方

改
革
を
積
極
的
に
行
い
、
新
規
職
員
の
獲
得
ば
か
り
で
な
く
、
現
有
職
員
の
離

職
防
止
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

週
休
３
日
制
度
に
つ
い
て
は
、
導
入
か
ら
３
年
目
が
過
ぎ
、
か
な
り
浸
透
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
週
に
４
日
働
い
て
３
日
休
む
と
い
う
勤
務
体
制
は
、
１
日

の
労
働
時
間
が
10
時
間
に
は
な
り
ま
す
が
、
若
い
職
員
に
と
っ
て
は
連
続
休
暇

の
取
得
や
資
格
取
得
の
た
め
の
自
己
学
習
の
時
間
が
増
え
る
な
ど
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

短
時
間
正
職
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
な
い
職
員
に
対

し
、
正
職
員
の
ま
ま
で
労
働
時
間
に
応
じ
て
正
職
員
に
比
例
し
た
賃
金
や
賞
与

を
支
給
す
る
も
の
で
、
子
育
て
世
代
の
多
く
の
職
員
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
定
年
に
よ
り
再
雇
用
と
な
っ
た
職
員
に
つ
い
て
も
、
高
い
介
護
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
た
れ
て
お
り
、
貴
重
な
人
材
と
し
て
賃
金
面
で
改
善
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
25
万
人
の
介
護
職
員
が
不
足
す
る
現
状
が
徐
々
に
介

護
の
現
場
に
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
介
護
分
野
の
労
働
力
不
足
の
解
消
の
た
め
、
国
は
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
当
法
人
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

積
極
的
に
全
館
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
化
や
記
録
ソ
フ
ト
の
導
入
、
見
守
り
カ
メ
ラ
・
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
・
離
床
セ
ン
サ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
職
員
の
処
遇
改
善
や
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
人
件
費
や
事
業
費
の

比
率
を
押
し
上
げ
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
大
野
和
光
園

は
非
常
に
借
入
金
が
少
な
く
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
か
ら
の
借
り
入

れ
も
後
わ
ず
か
で
完
済
と
な
り
ま
す
。

　

単
年
度
収
支
と
し
て
は
赤
字
の
年
度
も
出
て
こ
よ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
健
全
財
政
を
維
持
し
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
り
、
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
環
境
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

大
野
和
光
園
は
職
員
一
同
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者
様
の
安
全
・
安
心
の
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り

理
事
長
　
砂
　
子
　
三
　
郎
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「苦情申出窓口」について「苦情申出窓口」について

苦情処理委員会　報告苦情処理委員会　報告

　社会福祉法第82条の規定により、本事業所では利用者からの苦情に適切に対応する体制を整えています。	
　本事業所における苦情解決責任者、苦情受付担当者等および第三者委員を下記により設置し、苦情解決に努めて
おりますのでお知らせします。

１．苦情解決責任者　　専務理事　　山村　正人
２．苦情受付担当者　　常務理事　　清水　啓司

３．第三者委員　（1）田中　幸一　大野和光園監事　【連絡先　大野市陽明町1-1201　電話　65-3732】	 	
　　　　　　　　（2）井川　鋭子　大野和光園監事　【連絡先　大野市小矢戸第29号20番地　電話　66-0610】

４．苦情受付の方法
　（１）苦情の受付
　　　　苦情は面接、電話、書面等により上記２による苦情受付担当者が受付けます。尚、第三者委員に直接苦情

を申し出ることもできます。

　（２）苦情受付の報告と確認
　　　　苦情受付担当者が受付けた苦情を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三者委員への報告を拒否

した場合を除く）に報告いたします。第三者委員は苦情内容を確認し、苦情申出人に対して報告を受けた旨
を通知します。

　（３）苦情解決のための話し合い
　　　　苦情解決責任者は苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、苦情申出人は、第三者

委員の助言や立会いを求めることができます。
　　　　尚、第三者委員の立会いによる話し合いは次により行います。
　　　　　ア、第三者委員による苦情内容の確認
　　　　　イ、第三者委員による解決案の調整、助言
　　　　　ウ、話し合いの結果や改善事項等の確認

　（４）福祉サービスに関する苦情解決機関の紹介
　　　　本事業者で解決できない苦情は、下記の機関に申立てることができます。
　　　　●福井県社会福祉協議会運営適正化委員会
　　　　　　〒910-8516 福井市光陽2-3-22　福井県社会福祉センター内　☎ 0776-24-0247		
　　　　●福井県国民健康保険団体連合会
　　　　　　〒910-0843 福井市西開発4-202-1　福井県自治会館4階　☎ 0776-54-1614
　　　　●大野市　健康長寿課　〒912-0084 大野市天神町1-19　大野市役所内　☎ 0779-66-1111

　去る令和７年７月３日、令和７年度　第１回苦情処理解決委員会が開催されました。　去る令和７年７月３日、令和７年度　第１回苦情処理解決委員会が開催されました。
　第三者委員の立会いのもと、当園の苦情取扱要綱及び様式等、苦情報告と解決処理の流れの確認と、苦情受付窓　第三者委員の立会いのもと、当園の苦情取扱要綱及び様式等、苦情報告と解決処理の流れの確認と、苦情受付窓
口担当者からこれまでの受付内容が報告されました。口担当者からこれまでの受付内容が報告されました。
　　【苦情内容】　　【苦情内容】
　　　　・排泄介助に関する苦情、電話対応に関する苦情　等・排泄介助に関する苦情、電話対応に関する苦情　等
　　皆様からお寄せいただいた苦情は、誠意をもって話し合い、適切な解決に努めます。

事業所名 窓口担当者 事業所名 窓口担当者
養護老人ホーム　大野和光園 山内　英弘 大野和光園　ホームヘルプ事業所 木瀬かおり
特別養護老人ホーム大野和光園　(従来型) 松山佳予子 大野和光園　訪問看護ステーション 前田　珠美
特別養護老人ホーム大野和光園　(ユニット型) 松山佳予子 大野和光園　居宅介護支援事業所 高橋　亮治
大野和光園　ショートステイ事業所 松山佳予子 大野和光園　和らぎの里　 角田貴美子
大野和光園　デイサービスセンター 北村　麻子 大野和光園　和らぎの里　

ショートステイ事業所　 角田貴美子
大野和光園　なかよしデイサービス 北村　麻子
大野和光園　訪問入浴介護事業所 北村　麻子
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　手先が器用でいつも針仕事をされていま
す。いつも周りの様子を気にかけて、「今日は
仕事大変やったの」と職員にねぎらいの言葉
をかけてくれます。
　意欲的にタオルたたみ等の作業をして、私
たちの助けになればと頑張っていただいてい
ます。これからも元気で長生きしてください。

　昔はバレーボールをされていたとの事で、現
在も皆様が風船バレーをしていると笑顔が見
られます。
　ご自宅では優しい奥様として地元の方々に
親しまれ、丁寧な受け答えは今でもご健在で
職員や利用者様の心を穏やかにして下さいま
す。これからもお元気でお過ごしくださいね。

　口数は少なくなりましたが、職員の声掛
けに「ほうか」と元気よく返事されます。
目が合えば、にこっとされ、私達も笑顔が
でます。これからもお元気で長生きしてく
ださい。

　綺麗なお肌がトレードマークの堂
林様。私たちが声をかけると目を合
わせて応えて下さいます。
　大きな目で職員の動きをおいかけ
て下さることもあります。これからも
お元気でお過ごしくださいね。

　毎日車椅子を自走して真名川ユニッ
トまで行き、リビングの窓から荒島岳を
眺めるのが日課です。
　いつも他利用者様や職員に対し、
色々なお話や冗談を言い皆さんを笑顔
にしてくださいます。
　これからも、お元気で楽しいお話を
たくさんしましょうね。

　いつも他の利用者様の事を気にか
けていただき、危ないことや心配なこ
とがあるとすぐに職員に知らせて下さ
います。園内を散歩したり、ゲームや
レクレーションに参加したりして、笑
顔で引き続き長生きしてくださいね。

　いつも笑顔で過ごされています。昔は縫製の
お仕事をされていたようで、今も細かい作業が
得意です。口笛が得意で、いつもきれいな音を
リビングに響かせてくださいます。
　他の利用者様と共に、穏やかに平穏な日々
を過ごされています。これからも元気で長生き
してくださいね。

　9月12日に和光園に入所となり、一緒に
お祝いできることになりました。慣れない
生活が始まり、心配しましたが、明るくお話
し、穏やかに過ごされています。
　これから、皆と共に、いろいろな思い出
を作り、楽しく過ごしていきましょう。

川瀬よし子川瀬よし子様様
昭和2年3月1日生昭和2年3月1日生

小嶋裕子小嶋裕子様様
大正15年８月14日生大正15年８月14日生

白寿白寿

米寿米寿
白寿白寿

米寿米寿

三ツ屋よしゑ三ツ屋よしゑ様様
昭和12年12月28日生昭和12年12月28日生

堂林澄子堂林澄子様様
昭和12年7月6日生昭和12年7月6日生

白寿白寿

米寿米寿

白寿白寿

米寿米寿

杉山　照男杉山　照男様様
昭和12年10月25日生昭和12年10月25日生

白寿白寿

米寿米寿

勝矢　敏彦勝矢　敏彦様様
昭和13年2月4日生昭和13年2月4日生

白寿白寿

米寿米寿

山下　昭子山下　昭子様様
昭和12年12月8日生昭和12年12月8日生

白寿白寿

米寿米寿

谷口美千代谷口美千代様様
昭和12年10月1日生昭和12年10月1日生

白寿白寿

米寿米寿

祝
米寿・白寿

特養
和らぎ
養護
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　職員が声をかけるといつも「はい、元
気です！」と返事して下さる笑顔がとても
チャーミングで素敵です。ご家族様の面
会をとても楽しみにされています。これか
らも楽しいお話聞かせてくださいね。

　身振り手振りで意思を伝えてくれ、
いつも優しい笑顔に癒されています。
自分自身の事は全部できるまだまだ元
気な99歳です。

　手先が器用で、物作りではその完成度
に驚かされます。長年培った技術を伝え
ていただき、いつまでも元気にお過ごし
ください。

　他利用者様に対して「こんにちは。お
元気ですか」と声をかけたり、職員にも温
かい言葉をかけてくださいます。毎日頑
張って歩行練習をしています。いつまでも
明るく優しく、元気でいてくださいね。

　食べる事が大好きで毎週パン
屋さんでアンパンを購入し食べて
います。これからも元気に穏やか
に過ごしてください。

　いつも元気な声で「姉ちゃん、兄
ちゃんありがとう」と感謝の言葉を返
していただき、職員も元気付けられて
います。他利用者様ともいつも楽しそ
うに会話されています。

　声掛けにしっかり目を見て反応
されています。これからも穏やか
に過ごしてください。

鈴木　艶子鈴木　艶子様様
大正15年5月1日生大正15年5月1日生

田中みよ子田中みよ子様様
昭和2年3月5日昭和2年3月5日

笠川　薫笠川　薫様様
大正15年12月7日大正15年12月7日

白寿白寿

米寿米寿

白寿白寿

米寿米寿
白寿白寿

米寿米寿

堂川セツ子堂川セツ子様様
昭和13年3月11日生昭和13年3月11日生

内田　幸子内田　幸子様様
昭和12年8月15日昭和12年8月15日

武田　弘子武田　弘子様様
昭和13年1月15日昭和13年1月15日宮脇　良江宮脇　良江様様

昭和12年12月24日昭和12年12月24日

白寿白寿

米寿米寿

白寿白寿

米寿米寿 白寿白寿

米寿米寿白寿白寿

米寿米寿

特養
和らぎ
養護

特養

和らぎ

養護
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ス ブ ク
ケ チ
ッ ッ養護

ス ブ ク
ケ チ
ッ ッ和らぎの里

運動会運動会

紅葉紅葉

ゲーム大会ゲーム大会

仏具磨き仏具磨き

クリスマス会クリスマス会



（7）第73号　　　　　　　　　　　　　　　　年　　輪　PARTⅡ

ス ブ ク
ケ チ
ッ ッ

従来
型

特養納涼大会納涼大会

紅葉ドライブ紅葉ドライブ

運動会運動会

レクリエーションレクリエーション

運動会運動会

ス ブ ク
ケ チ
ッ ッ

ユニッ
ト型

特養

芋ほり芋ほり
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ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
で
麻
那
姫
湖
に
行
っ
た
時
の
お
２
人
で
す
。

　

綺
麗
な
紅
葉
を
背
景
に
「
は
い
、
チ
ー
ズ
」
の
声
に
と
っ
て
も

い
い
笑
顔
を
向
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
‼

【
寄
　
　
贈
】

◦
マ
ル
ハ
ン
大
野
店
様	

お
菓
子

◦
理
光
会
様	

洗
濯
洗
剤

◦
金
森
朗
子
様	
タ
オ
ル

　【
奉
　
　
仕
】

◦
辻
登
代
子
様
（
散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

◦
柿
木
ひ
で
子
様
（
衣
類
補
正
）

◦
よ
つ
ば
会
様
（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

◦
大
野
ボ
ー
イ
ズ
様
（
車
椅
子
磨
き
、
清
掃
）

◦
大
野
更
生
保
護
女
性
会
様
（
車
椅
子
磨
き
）

紹介紹介

表紙
ひと

の
表紙
ひと

の
表紙
ひと

の
表紙

紹介紹介
ひと

の

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
漢
字
は
「
熊
」
が
選
ば
れ
た
よ
う
に
、

全
国
各
地
で
熊
が
出
没
し
て
人
身
被
害
が
相
次
ぎ
、
自
然

と
の
共
存
の
難
し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
正
月
に
は
利
用
者
様
と
新
年
会
を
開
催
し
職
員
の
出

し
物
や
新
年
の
抱
負
を
書
く
「
書
初
め
」
を
行
い
、
楽
し

ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
面
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
症
の

予
防
対
策
を
強
化
し
手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
し
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
穏
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
１
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
PR
委
員
会
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

注
目
の
職
員
紹
介

藤
木 

陽
子 

さ
ん

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
か
せ
て
い

た
だ
き
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
在
宅
看
護
で

は
日
々
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
と
は

違
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
利
用
者
様
に
寄
り
添

い
、
お
一
人
お
一
人
の
お
家
で
の
生
活
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

利
用
者
様
が
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
知
識
と
経
験
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
の
風
車

愛
の
風
車

愛
の
風
車

愛
の
風
車
令
和
７
年
７
月
～
令
和
７
年
12
月

寄
付
・
寄
贈
・
奉
仕　

芳
名


